
■覚山志道(尼)      鎌倉幕府執権北条時宗の妻。東慶寺を開創し，"駆込み寺"の祖となった。■覚山志道(尼)      鎌倉幕府執権北条時宗の妻。東慶寺を開創し，"駆込み寺"の祖となった。■覚山志道(尼)      鎌倉幕府執権北条時宗の妻。東慶寺を開創し，"駆込み寺"の祖となった。■覚山志道(尼)      鎌倉幕府執権北条時宗の妻。東慶寺を開創し，"駆込み寺"の祖となった。■覚山志道(尼)      鎌倉幕府執権北条時宗の妻。東慶寺を開創し，"駆込み寺"の祖となった。■覚山志道(尼)      鎌倉幕府執権北条時宗の妻。東慶寺を開創し，"駆込み寺"の祖となった。
かくさんしどう
皇族将軍始・1252＝      秋田城介安達義景の娘に生まれる。_母は北条時房の娘。安達泰盛の異母妹。_母は北条時房の娘。安達泰盛の異母妹。_母は北条時房の娘。安達泰盛の異母妹。_母は北条時房の娘。安達泰盛の異母妹。_母は北条時房の娘。安達泰盛の異母妹。_母は北条時房の娘。安達泰盛の異母妹。
日蓮宗始・・日蓮宗始・・日蓮宗始・・日蓮宗始・・日蓮宗始・・日蓮宗始・・1253＝ 1歳：父が死去したため，21歳年上の異母兄安達泰盛に養育される。

北条時頼出家北条時頼出家北条時頼出家北条時頼出家北条時頼出家北条時頼出家1256＝ 4歳：

・・・・・・1261＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：_時宗と結婚し，_時宗と結婚し，_時宗と結婚し，_時宗と結婚し，_時宗と結婚し，_時宗と結婚し，

北条時宗執権北条時宗執権北条時宗執権北条時宗執権北条時宗執権北条時宗執権1268＝16歳：

・・・・・・1270＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：
日蓮佐渡配流日蓮佐渡配流日蓮佐渡配流日蓮佐渡配流日蓮佐渡配流日蓮佐渡配流1271＝19歳：貞時を生む。同年竜ノ口での日蓮の赦免はこの懐妊のためといわれる。

時宗の影響で禅も行っている。
元寇文永の役元寇文永の役元寇文永の役元寇文永の役元寇文永の役元寇文永の役1274＝22歳：

宋滅亡・・・宋滅亡・・・宋滅亡・・・宋滅亡・・・宋滅亡・・・宋滅亡・・・1277＝25歳：流産。

無学祖元来日無学祖元来日無学祖元来日無学祖元来日無学祖元来日無学祖元来日1279＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：

元寇弘安の役元寇弘安の役元寇弘安の役元寇弘安の役元寇弘安の役元寇弘安の役1281＝29歳：

北条時宗没・北条時宗没・北条時宗没・北条時宗没・北条時宗没・北条時宗没・1284＝32歳：*時宗が死ぬ直前に，時宗とともに無学祖元を師として剃髪し，覚山志道禅尼と称した。*時宗が死ぬ直前に，時宗とともに無学祖元を師として剃髪し，覚山志道禅尼と称した。*時宗が死ぬ直前に，時宗とともに無学祖元を師として剃髪し，覚山志道禅尼と称した。*時宗が死ぬ直前に，時宗とともに無学祖元を師として剃髪し，覚山志道禅尼と称した。*時宗が死ぬ直前に，時宗とともに無学祖元を師として剃髪し，覚山志道禅尼と称した。*時宗が死ぬ直前に，時宗とともに無学祖元を師として剃髪し，覚山志道禅尼と称した。
霜月騒動・・1285＝33歳：*内管領平頼綱の讒言を信じた子の執権貞時が，兄泰盛を始めとする安達氏一族を誅殺(霜月騒動)した際，*内管領平頼綱の讒言を信じた子の執権貞時が，兄泰盛を始めとする安達氏一族を誅殺(霜月騒動)した際，*内管領平頼綱の讒言を信じた子の執権貞時が，兄泰盛を始めとする安達氏一族を誅殺(霜月騒動)した際，*内管領平頼綱の讒言を信じた子の執権貞時が，兄泰盛を始めとする安達氏一族を誅殺(霜月騒動)した際，*内管領平頼綱の讒言を信じた子の執権貞時が，兄泰盛を始めとする安達氏一族を誅殺(霜月騒動)した際，*内管領平頼綱の讒言を信じた子の執権貞時が，兄泰盛を始めとする安達氏一族を誅殺(霜月騒動)した際，

安達一族の子供達を庇護したと見られ，その後の安達氏の勢安達一族の子供達を庇護したと見られ，その後の安達氏の勢安達一族の子供達を庇護したと見られ，その後の安達氏の勢安達一族の子供達を庇護したと見られ，その後の安達氏の勢安達一族の子供達を庇護したと見られ，その後の安達氏の勢安達一族の子供達を庇護したと見られ，その後の安達氏の勢力回復にも寄与したと考えられる。子の執権貞力回復にも寄与したと考えられる。子の執権貞力回復にも寄与したと考えられる。子の執権貞力回復にも寄与したと考えられる。子の執権貞力回復にも寄与したと考えられる。子の執権貞力回復にも寄与したと考えられる。子の執権貞
時に申請し許可を得，松岡山東慶寺を創建し開山となる。東慶寺が縁切寺，駆入寺，駆込寺などといわれた時に申請し許可を得，松岡山東慶寺を創建し開山となる。東慶寺が縁切寺，駆入寺，駆込寺などといわれた時に申請し許可を得，松岡山東慶寺を創建し開山となる。東慶寺が縁切寺，駆入寺，駆込寺などといわれた時に申請し許可を得，松岡山東慶寺を創建し開山となる。東慶寺が縁切寺，駆入寺，駆込寺などといわれた時に申請し許可を得，松岡山東慶寺を創建し開山となる。東慶寺が縁切寺，駆入寺，駆込寺などといわれた時に申請し許可を得，松岡山東慶寺を創建し開山となる。東慶寺が縁切寺，駆入寺，駆込寺などといわれた
寺法の根本はこの時にはじまる。女性寺法の根本はこの時にはじまる。女性寺法の根本はこの時にはじまる。女性寺法の根本はこの時にはじまる。女性寺法の根本はこの時にはじまる。女性寺法の根本はこの時にはじまる。女性を救済すべく寺法を定め，勅許もうけて縁切寺の基礎が定まった。寺を救済すべく寺法を定め，勅許もうけて縁切寺の基礎が定まった。寺を救済すべく寺法を定め，勅許もうけて縁切寺の基礎が定まった。寺を救済すべく寺法を定め，勅許もうけて縁切寺の基礎が定まった。寺を救済すべく寺法を定め，勅許もうけて縁切寺の基礎が定まった。寺を救済すべく寺法を定め，勅許もうけて縁切寺の基礎が定まった。寺
に駆入った女性は3年間寺内に留め置かれたのちは離婚が認められ，再婚も自由であった。に駆入った女性は3年間寺内に留め置かれたのちは離婚が認められ，再婚も自由であった。に駆入った女性は3年間寺内に留め置かれたのちは離婚が認められ，再婚も自由であった。に駆入った女性は3年間寺内に留め置かれたのちは離婚が認められ，再婚も自由であった。に駆入った女性は3年間寺内に留め置かれたのちは離婚が認められ，再婚も自由であった。に駆入った女性は3年間寺内に留め置かれたのちは離婚が認められ，再婚も自由であった。

・・・・・・1288＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：

平禅門の乱・平禅門の乱・平禅門の乱・平禅門の乱・平禅門の乱・平禅門の乱・1293＝41歳：

永仁徳政令・1297＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：

・・・・・・1306＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。
東慶寺はのち後醍醐天皇の皇女用堂尼が住持となり，松岡御所と称し他の尼御所と同格となった。

｢人づくり風土記(神奈川)｣，


